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題
字
…
長
谷
川
　
清
氏

（第
９
回

・
昭
３２
年
卒
）

大
聖
寺
高
等
学
校
同
窓
会

会
長
　
永
山
　
信
也

日
頃
よ
り
、
人
聖
寺
高
校
同
窓
会

に
対
し
ま
し

て
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
誡
に
有
難

く
感
謝
ヤ

し
上
げ
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
も
第
５
類

に
分
類
さ
薇
１
年
が
径
ち
ま
す
が
、
学
生
逹
も
学

業

や
部
活
、
ネ
生
活
に
お

い
て
も
以
前

に
戻
り

つ

つ
あ
る
と
思

い
ま
す
。

さ

て
、
我
同
窓
会

は
、
年

々
卒
業
上

の
生
徒
数

も
減
少

の

一
途
を
辿

っ
て

い
ま
す
。
そ
の
同
窓
会

予
算
も
余
儀
な
く
減
少
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
よ

っ

て
径
費
削
減
、
事
業

の
縮
小
午

々
、
事
務
局
並
び

に
役
員
年

の
皆
さ
ん
で
努
力
し
て
い
る
次
第

で
す
。

会
報

「
聖
流
」

の
発
送
も
印
刷
費
、
郵
送
費

の

節
約

の
た
め
、
来
年
度
よ
リ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

に
て

掲
載
し
、
発
送
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と

思

い
ま
す
。

ま
た
、
本
枝
進
学

の
生
徒

の
皆
さ
ん
に

「
難
関

ク
ラ
ブ
」

の
支
援
を
存
統
し
て

い
き
た

い
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。
限
ら
薇
た
予
算

で
は
あ
り
ま
す
が
、

同
窓
会

の
伎
令
と
し
て
、
現
在

の
聖
高
を
応
援
す

る
の
は
当
然

で
あ
り
ま
す
が
、
同
窓
会

の
運
営
と

周
年
事
業

の
準
備
も
恙
薇

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
余
裕
あ
る
健
全
な
財
政
を
維
持
す
る
た
め
、
同

窓
会
員

の
皆
様

に

一
人
で
も
多
く

の
同
窓
会
運
営

協
力
全
に
ご
贅

同

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
ご
理
解

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
の
幹
事
の
方
々

（敬
称
略
）

今
年
度
の
総
会

・
懇
親
会
は
左
記
の
方
々
が
中
心
に

運
営
を
行
い
ま
す
。

こ
の
方
々
よ
り
参
加
依
頼
が

ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

主
幹
事
　
平
成
２０
年
卒

福
島
　
　
輝
　
喜
多
祐
規
子
　
田
畑
泰

一
郎
　
高
辻
　
悠
月

堂
下
　
健
太
　
河
崎
屋
志
帆
　
土
肥
　
翔
大
　
山
岸
亜
沙
子

飛
騨
健
士
朗
　
天
田
　
未
貴
　
宮
前
　
亮
督
　
大
阪
　
亜
希

副
幹
事
　
平
成
２１
年
卒

増
田
　
拓
也
　
山
下
依
珠
美
　
中
野
　
貴
晶
　
井
家
智
絵
美

濱
本
　
寛
基
　
河
上
　
洵
子
　
前
出
　
　
宣
（　
中
橋
沙
希
子

田
中
　
一
匡
　
大
岡
　
郁
美
　
熊
野
　
史
弥
　
川
島
　
裕
美

副
幹
事
　
平
成
２２
年
卒

高
嶋
　
大
岳
　
西
花
麻
美
子
　
青
柳
　
恵
介
　
辻
　
　
澪
奈

渡
利
　
哲
朗
　
宮
前
　
春
奈
　
和
田
　
　
智
　
谷
口
志
緒
里

蔵
　
　
和
佳
　
黒
田
　
菜
月
　
西
出
　
昴
平
　
小
畑
　
香
奈

例
年
こ
の
時
期
に
総
会
を
行

っ
て
お
り
ま
す
の

で
学
年
同
窓
会

・
ク
ラ
ス
会
の
打
ち
合
わ
せ
に

ご
利
用
下
さ
い
。

来
年
度
は
、
平
成
２ｌ

ｏ
２２

ｏ
２３
年
卒
の
方
々
に

運
営
を
お
願
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

大聖寺高等学校同窓会ホームページ

※左記の画像をお読み取りください。

会報をご覧いただく場合にはAdobe Acrobat Readerが 必要です。

事前にダウンロードしていただきますようお願い致します。

同窓会報「聖流」より、過去の会報を含めてご覧いただけます。

O☆ ◎

8月 10日 (土)

総 会 午後5時30分
懇親会 午後6時～

場 所 :料亭山 ぎ し (大聖寺東町)

会費10ヮ000円
準備の都合上 7月 22日 までに

ご連絡下さい。

大聖寺高校同窓会

総会・懇親会

同窓会総会・懇親会は全ての同窓生が参加できます

住所変更等の手続きや、お問い合わせはホームページからも受け付けておりますので、どうぞご利用ください。
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行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
３
月
１
日

（金
）
午
前
１０
時
よ

り
第
７６
回
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年

５
月
に

新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ

ル
ス
の
感
染

症
法
上

の
位
置

付
け
が
５
類

に

移
行
し

て
初

の

卒

業

式

と

な

り
、

コ
ロ
ナ
禍

前

の
制
限

の
な

い
形

で
在
校
生

も
出
席
し
、
久

し
ぶ
り
に
大
勢
の
保
護
者
や
後
輩
た
ち
に

見
守
ら
れ
な
が
ら
の
式
と
な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
か
ら
は
同
窓
会
長

永
山
信
也
氏
と

顧
間

長
岡
義
明
氏
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

永
山
会
長
か
ら
は
祝
辞
と
し
て
、

「協
調

と
い
う
言
葉
を
大
切
に
し
、
他
人
を
思
い

や
る
心
、
弱
者
を
慈
し
む
心
を
持

つ
人
に

な

っ
て
下
さ
い
」
と
の
言
葉
が
卒
業
生
に

送
ら
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
代
表
答
辞
の
下
口
う
い
か
さ
ん

は
、
部
活
動
と
学
習
の
両
立
に
向
け
て
、

自
分
を
支
え

て
く
れ
た
先
生
や
共

に
頑

張

っ
た
仲
間

の
存
在

の
大
き
さ
、
そ
し

て
、
生
ま
れ
て
か
ら
‐８
年
間
支
え
て
く
れ

た
家
族

へ
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
か
ら
卒
業
生

へ
卒
業
証
書
ホ
ル

ダ
ー
が
記
念
品
と
し
て
贈
ら
れ
、
１
２
６

名

‘
の
卒
業
生
が
そ
れ
ぞ
れ
ρ
道
に
向
か
つ

て
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
　
　
　
・Ｉ

館
で
■
｝卒
業
Ⅷ
書
義
ギ
式
が
デ

令和5年度卒業生の大学含格状況

本年 3月 に第 76回卒業証書授与式が挙行され、 4ク ラス 126名の生徒が母校を巣立っていきました。6期生となる特進

クラス (スパークス)を中心に挑んだ大学入試結果は以下の表の通りです。

「大学入学共通テスト」が実施されるのは4回 目となりました。思考力、判断力、表現力を問う問題として、日常生活との関わ

りに関する出題や会話文を用いた出題が多く見られます。どの教科も質の高い理解が求められ、厳 しい時間設定の中、問題文

から必要な情報を取捨選択 して解を導くという難易度の高い問題が続いております。昨年 5月 の新型コロナウイルス感染症

5類移行によつて、これまで制限されていた様々な行事などが、かつてのエネルギーを取り戻 し、一体感をもって学校生活を

真剣に楽しんだ生徒たちは、全職員でのバックアップもあり、今年度 35名が国公立大学に合格いたしました。

難関大学の名古屋大学に 1名、神戸大学に 1名。広島大学にも 1名 の合格者を出すことができました。そのほか、金沢大学 2

名、福井大学 6名、富山大学 2名、公立小松大学 7名 などの合格者が出ました。難関大学や上記大学の合格者の多くは「難関ク

ラブ」に所属しています。1年生から3年生までの難関大学志望者が所属し、縦のつながりを持つて学習に邁進 しております。

また、同窓会の支援により実施した「Z会の集団添削」もまた、難関大学合格者増加に大きな寄与を果たしました。さらに、

「チーム聖高」として教職員全員で取り組む特別選抜 (学校推薦型選抜・総合型選抜)の指導により、多様化する大学入試に対

応 したことも要因の一つとして挙げられます。

私立大学では、青山学院大学や同志社大学、立命館大学などの有名大学にも合格 しております。私立大学では定員厳格化の

流れもあり、近年では特別選抜での定員が増加 しております。本校ではいち早く特別選抜の指導に対応してきたことが合格者

を輩出し続ける要因となつております。

今年度の受験生は難関大学志望者をはじめとし、高い志望を持ち続け、互いの鼓舞しながら努力し続けた学年でした。この

努力のおかげで、素晴らしい結果を残 していただきました。これからも同窓会の皆様の温かい後押 しを受け、教職員一同で難

関クラブや充実した特別選抜の指導に尽力していく所存です。

国公立大学

広島大学 金沢大学 富山大学
国立大計

16名
福井大学 信州大学 愛知教育大学

石川県立大学 石川県立看護大学 公立小松大学 富山県立大学 福井県立大学
公立大計

19名
新潟県立大学 長野大学

私立大学

金沢星稜大学 15 金沢工業大学 46 金城大学 金沢医科大学 金沢学院大学 15

私立大計

185名

北陸学院大学 北陸大学 青山学院大学 東海大学 駒澤大学

日本大学 神奈川大学 津田塾大学 横浜薬科大学 帝京大学

関東学院大学 中央学院大学 杏林大学 相模女子大学 城西大学

東京国際大学 ヤマザキ動物看護大学

金城学院大学 名城大学 豊橋創造大学 名古屋造形大学 桜花学園大学

岐阜女子大学 岐阜医療科学大学 新潟医療福祉大学 福井工業大学 16

龍谷大学 京都産業大学 京都女子大学 同志社大学 立命館大学

関西大学 関西学院大学 京都橘大学 大阪学院大学 神戸学院大学

京都外国語大学 花園大学 京都先端科学大学 成安造形大学 長浜バイオ大学

大阪体育大学 大阪経済法科大学 大阪経済大学 阪南大学 帝塚山学院大学

羽衣国際大学 奈良大学 関西国際大学 甲南女子大学 福山大学

31日

名古屋大学 申戸大学
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」が
開
催
さ
れ
ま
し
た

令
和
５
年
度
卒
業
式
に
続
き
、
午
後
か
ら
本

校
生
徒
会
が
「卒
業
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
卒
業
生
は
、
中
学
２
年
生
の
と
き
に

コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、
卒
業
式
も
簡
素
化
さ
れ
、
高

校
生
活
も
行
動
を
制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
卒
業
生
の
高
校
生
活
最
後
の
日
に
、

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
、
２

年
生
を
中
心
と
し
た
生
徒
会
が
企
画
し
、
実
現

さ
せ
ま
し
た
。

会
場
入
り
□
に
は
、

生
徒
会
長
が
出
店
を

交

渉

し

た

人

気

の

キ

ッ
チ
ン
カ
１
６
台

を
迎
え
、
行
列
が
で
き

る
ほ
ど

の
盛
況
ぶ
り

で
し
た
。

ま
た
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

ゲ
ス
ト
と
し
て
、
元
総

合
格
闘
家
で
プ
ロ

ボ
ク
サ
ー
の
那
須

川
天
心
さ
ん
が
登

場
し
、
会
場
は
お

お
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
な
お
、

同
窓
会
か
ら
は
協

賛
の
品
と
し
て
抽

選
会
の
景
品
を
提

供
し
ま
し
た
。

バ
Ｔ
和

６

年

度

　

入

学

式

／

‥
令
和
６
年
４
月
８
日

（月
）
午
後
２

時
よ
り
、
本
校
第
２
体
育
館
に
て
天
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら
は

長
岡
義
明
顧
間
が
、
来
賓
と
し
て
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

新
入
生
代
表
と
し
て
山
代
中
学
出
身

の
西
野
由
夏
さ
ん
の
宣
誓
、
在
校
生
代

表
の
向
出
慢
真
さ
ん
の
歓
迎
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

各
中
学
の
入
学
者
数
は
、
錦
城
４２

名
、
橋
立
６
名
、
片
山
津
１６
名
、
東
和

１４
名
、
山
代
２３
名
、
山
中
１０
名
、
声
城

３
名
、
丸
内
４
名
、
松
陽
２１
名
、
御
幸

４
名
一
南
部
８
名
、
安
宅
ｌ
名
、
板
津

２
名
、
根
上
２
名
、
寺
井
１
名
、
美
川

２
名
と
な

っ
て
お
り
、
１
５
９
名
の
新
ノ

入
生
が
入
学
し
ま
し
た
。

金
沢
聖
高
会会

長
交
代
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
４
月
よ
り
黒
木
輝
久

（昭
和
３６
高
普
）

会
長
に
代
わ
り
ま
し
て
、
諸
橋
茂

一

（昭
４２
高
）
様

が
会
長
に
ご
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
黒
本
様
に
は
、
長

き
に
わ
た
り
同
窓
会
に
対
し
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

新
任

の
ご

挨
拶

金
沢
聖
高
会
会
長

　

諸
橋
　
茂

一

（昭
４２
高
）

こ
の
度
、
黒
木
輝
久
前
会
長
の
後
を
受
け
ま
し

て
、
金
沢
聖
高
会
々
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
、
諸
橋

茂

一
で
ご
ざ
い
ま
す
。
浅
学
非
才
、
役
不
足
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
お
引
き
受
け
し
た
以
上
、
金
沢
聖
高

会
の
発
展
の
為
に
微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思

っ
て
お

り
ま
す
。

私
が
今
あ
る
の
は
、
大
聖
寺
高
校
の
お
蔭
で
す
。

高
校
１
年
か
ら
２
年
生
ま
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

で
、
殺
さ
れ
な
い
程
度
に
厳
し
い
練
習
を
経
験
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
３
年
生
の
時
に
、
私
が
中
心
と
な
っ

て
水
泳
部
を
創
り
初
代
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
ま
し
た
。

そ
の
お
蔭
で
心
身
を
相
当
鍛
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
事
が
会
社
起
業
を
含
め
て
今
現
在
大
き

く
繋
が
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
事
に
対
す
る
感
謝

の
思
い
を
籠
め
ま
し
て
、
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

―事務局窓口業務について一

当会の事務局の窓口業務時間について、令和 6年 9月 より

以下の通 り変更となりますので、ご案内致します。

【事務局窓口業務時間】

平日 :火水木曜日/9:00～ 15:00
窓口業務時間は変更になる場合がこ`ざいますので、事務局
へお越 しの際は事前にお電話 ください。お問い合わせ

フォームからのご質問や住所変更等も受け付けております

ので、そちらも是非ご利用ください。

第28回近畿聖高会総会・懇親会

日時 :令和6年9月 7日 (土 )

受付 :12:30～  開会 :13:00～

場所 :ホテルヴィスキオ尼崎

(JR尼崎駅改札口を出て左へすぐ)

会費 :10,000円 (年会費2,000円含む)

※詳細は近畿聖高会HPで
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優〕 ]限: 探  ヨ薔 【生徒が主語の学校を目指して】

今回は、今年学校が取り組んでいる校内研修について取材してきました。その名も表題の通り、『生徒が

主体性を発揮できる、入学してくる生徒にとって魅力的な学校になることを目指す」というものです。

弥久保校長と、高野教諭のもと、全教職員が同じ思いを共有して課

題を探究する。具体的には、昨年の 12月に「授業」「部活動・生徒会

活動」「探究学習」「進路学習」の 4つの分野について小グループに分

かれて対話を行った。三日間連続の対話と振り返りを通して職員間の

同僚性が高まり、その後三ヶ月間、研修で定めた目標の実践に取り組

み3月に結果を発表した。

今年度に入って5月には、生徒にも参加してもらって先生と生徒

で小グループを作り対話を行った。生徒は自由参加で 20人が集ま

った。7月 にも生徒との対話を行い、その後 3ヶ月間の実践期間を

設け 12月に結果を発表する予定である。

先生と生徒との対話では、直径 90センチの段ボールの円卓を用

いる。この段ボールには紙が貼られてあり、直接円卓に各自が文字

を書き込めるようになっている。また、円卓には脚がないので、各自

の膝の上に乗せることになり、文字通り「膝を付き合わせて」の対話1 段ボール円卓を囲む先生と生徒 (5月 )

になる。元々、大聖寺高校の良さに、先生と生徒の距離感が近いこ

とが挙げられる。今回も、担任でも顧間でもない、普段接点のない先生と生徒が先の4つの分野について

互いの意見を活発に述べあった。

現在、大聖寺高校の一学年の定員は160名。私たちが学んだ頃の半分近くに減らされている。そのこと

を寂しいとか人気がないとかネガティブに捉えがちだが、先生に伺うと「空き教室があるからクラスを分け

たり、多様な授業ができる」と積極的に活用されているようである。人数も150人から200人程度の規模

が、顔や名前を覚えやすく、まとまりがいいそうである。

なにより「教員が何を教えたか」ではなく「生徒が何を学んだか」という、生徒を中心に置いた学校作りと

いう考えが先生から生まれたのは画期的である。ここ数年定員割れなどしている大聖寺高校をもり立てて

いくためには、大学進学実績だけにとらわれないという発想の転換だったと思う。生徒会も学校のために何

かしたいと思って学校側に提案している。生徒は自分たちの学校を良くしたい、学校生活をより充実させた

いと願って積極的に行動している。そういう意味では、現在の大聖寺高校はすでに「生徒が主語の学校」を

実現しつつあるのかもしれない。

なお、この取り組みは、全国の高校の先進的な取り組みを紹介する教育雑誌『VIEW next(ビューネク

スト)6月号」にも掲載されました。

大聖寺高校同窓会では、1981年から毎年度会報『聖流」を皆様に発送してまいりました。これも一

重に同窓生皆様のご理解ご協力のおかげと感謝申し上げます。現在9,100部あまりを郵送させていただ

いております。

しかしながら毎年住所不明で戻ってくるものや、受取拒否の連絡を頂く方などがあり、紙媒体での発

行を継続するかここ数年検討してまいりました。

今年度に入り郵送費・ 印刷費の高騰があり、経済的負担も考慮 した結果、今回の第83号をもちまし

て、紙媒体での発送を中止することにいたしました。令和 7年度からは、ホームページ上でご覧いただ

くこととなります。何卒ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。

教職員の探求 (12月 )

会報 r聖流』郵送について
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令和6年度石川県高等学校総合体育大会
【体操競技】

女子団体2位⇒北信越大会出場

【陸上部】

女子棒高跳 第4位 枷場 葵衣(3)⇒北信越大会出場

女子砲丸投 第3位 米田 春花(2)⇒北信越大会出場

女子円盤投 第 1位 辻  月月恵(3)⇒北信越大会出場

女子円盤投 第8位 米田 春花(2)

【弓道部】

男子団体 第7位

女子団体 第8位

男子個人 第3位 西出 悠真(2)⇒北信越大会出場

令和6年度石川県高等学校総合文化祭

【放送部】
アナウンス部門 最優秀賞 西野日麻里(3)

⇒全国大会出場

ラジオドキュメント部門 優秀賞

村上 栞理(2)武林  葵(1)松岡美青里(1)

⇒全国大会出場

テレビドキュメント部門 優秀賞

新谷希美香(3)後藤  慶(3)村上 栞理(2)

山城 亮斗(1)松岡美青里(1)⇒全国大会出場

吹奏楽部第49 ロ 定期演奏会を開催
去る5月 25日 (土 )加賀市文化会館カモナホールにて、吹奏楽部の定期

演奏会が開催されました。22人の部員たちは素晴らしい演奏のみならず、劇

やダンスなどの素敵なパフォーマンスで約300人の来場者を魅了しました。

また、5月 5日 (日、こどもの日)に行われた粟津公園「こども交流広場」で

のイベントにおいても演奏を披露し、地域を盛り上げる一翼を担いました。

同窓会運営協力金から母校への支援
教
員
に
よ
る
難
関
大
学
入
試
問
題
を
用
い
た
特
別
講
座
や
、
チ
ー

ム
対
抗
テ
ス
ト
な
ど
を
実
施
し
、
学
力
だ
け
で
な
く
、
学
年
の
枠

を
越
え
た
縦
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年

度
は
さ
ら
な
る
躍
進
を
目
指
し
、
２
泊
３
日
で
の
合
宿
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
合
宿
の
実
現
に
向
け
、
４
月
に
行
わ
れ
た
同
窓

会
役
員
会
で
は
、
難
関
ク
ラ
ブ
キ
ャ
プ
テ
ン
と
副
キ
ャ
プ
テ
ン
の

生
徒
に
よ
る
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
役
員
に
対
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
∃
ン
は
、
と
て
も
緊
張
し
た
と
思
い

ま
す
が
、
堂
々
と
発
表
す
る
姿
は
、
本
校

を
牽
引
す
る
り
―
ダ
ー
と
し
て
の
成
長

を
感
じ
る
も
の
で
し
た
。
報
告
の
最
後

に
、
今
年
度
の
難
関
ク
ラ
ブ
合
宿
に
対

す
る
支
援
の
依
頼
が
あ
り
、
役
員
の
皆
様
か
ら
は
温
か
な
拍
手
を

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
今
の
急
速
な
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
力
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
も
、
今
後
と
も
同
窓
会
か
ら
の
暖
か
い
ご
支
援
の
も
と
、生

徒
の
成
長
の
た
め
教
職
員
一同
で
伴
走
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
２
年
度
に
発
足
し
た
「難
関
ク
ラ
ブ
」
は
今
年
で
５
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら
ご
支
援
を
頂
い
て
い
る
「Ｚ
会
の
集

団
添
削
」
は
、
レ
ベ
ル
の
高
い
問
題
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒

の
思
考
力
向
上
に
寄
与
し
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
か
ら
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
は
新
課
程
と
な
り
、
さ
ら
な

る
思
考
力
が
要
求
さ
れ
、
情
報
―
な

るゼ
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【昭
二
〇
中
】
　

　

山
田
　
伸

一
　

　

【昭
五
〇
高
】
　

　

岡
田
　
祓
介

萬
谷
　
守
男
　
　
　
【昭
三
四
高
普
】

米
田
（田
中
）喜
則
　
安
孫
子
（塚
田
）香
織

【昭
三
二
中
】
　

　

中
川
（岡
西
）美
枝

【昭
五

一
高
】
　

　

若
浦
　
輝
彦

庄
屋
　
俊
男
　
　
　
【昭
三
四
高
商
】

一昌
谷
（森
）恭
子
　
　
角
出
　
　
巧

【昭
二
四
高
】
　

　

塩
野
　
昭
治
　
　
西
　
　
幸
宏
　
　
　
橋
本
　
　
』具

門
（丹
羽
）玲
子
　
　
【昭
二
五
高
普
】
　

【昭
五
三
高
】
　

　

【昭
六

一
高
】

【昭
二
六
高
】
　

　

櫻
井
比
呂
之
　
　
加
藤
（中
嶋
）淳
子
　
奥
村
（桂
木
）智
代

磯
部
（横
山
）孝
　
　
松
下
　
幸
夫
　
　
菅
生
　
敬

一　
　
　
戸
田
（福
澤
）友
美

野
瀬
（油
屋
）美
和
子

【昭
三
六
高
普
】
　

【昭
五
三
高
】
　

　

【昭
六
三
高
】

近
藤
　
善
進
　
　
　
藤
本
　
　
茂
　
　
竹
松
（福
井
）和
子
　
細
川
順

一
朗

【昭
二
七
高
普
】
　

早
崎
　
裕
雄
　
　
元
谷
（辰
川
）美
江
　
葛
荷
谷
　
曲豆

黒
田
（中
野
）
ミ
ヨ
シ

【昭
三
七
高
普
】
　

【昭
五
四
高
】
　

　

中
道
　
朗
子

水
上
（橋
本
）
正
子
　
山
田
　
修
司
　
　
西
出
　
康
弘
　
　
　
北
村
　
　
曲豆

山
本
　
　
稔
　
　
　
河
南
　
彰

一　
　
　
山
村
　
清
三
　
　
　
中
野
　
真
吾

蓑
輪
瑠
璃
子
　
　
　
広
田
（田
中
）由
紀
子
出
村
　
源
国
　
　
　
【昭
六
三
高
】

【昭
二
七
高
商
】
　

大
和
　
謙
市
　
　
佐
々
木
和
彦
　
　
　
土
中
（土
田
）真
紀
子

伊
藤
（西
村
）忠
吉
　
本
村
（奥
野
）
利
雄

【昭
五
六
高
】
　

　

古
河
　
義
之

【昭
二
八
高
普
】
　

【昭
三
八
高
普
】

五
十
嵐
和
彦
　
　
　
辻
　
　
好
美

中
野
　
吉
隆
　
　
　
土
田
（山
本
）勝
雄

藪
谷
　
浩
蔵
　
　
　
【平
元
高
】

平
井
（小
嶋
）久
幸

　
【昭
四

一
高
】
　

西
原
　
成
奎
　
　
　
山
下
　
弘
蔵

蓮
井
（伊
豆
蔵
）瑶
子

伊
林
　
永
幸
　
　
京
田
（池
端
）由
紀
子
出
仙
　
裕
美

【昭
二
九
高
普
】
　

塚
本
　
泰
久
　
　
千
田
　
利
明
　
　
　
橋
本
　
　
仁

三
谷
（北
市
）幸
子
　
表
　
　
寿

一　

　

汲
田
（市
村
）真
澄
　
【平
三
高
】

【昭
三
〇
高
普
】
　

【昭
四
三
高
】
　

谷
　
　
芳
浩
　
　
　
辻
　
　
寿
明

山
口
　
一
成
　
　
　
諸
橋
　
茂

一
　

　

【昭
五
七
高
】
　

　

【平
四
高
】

【昭
三
〇
高
商
】
　

【昭
四
四
高
】
　

竹
内
　
拓
也
　
　
　
富
澤
登
志
子

林
　
　
豊
敏
　
　
　
滝
野
　
保
行
　
　
中
道
（岩
田
）美
夏
　
新
家
　
正
嗣

目
黒
　
利
光
　
　
　
【昭
四
五
高
】
　

嘉
野
　
和
隆
　
　
　
長
谷
部
　
豊

【昭
三

一
高
普
】
　

旭
　
　
直
樹
　
　
北
出
　
政
信
　
　
　
中
田
（村
田
）浩

一

打
本
　
弘
喜
　
　
　
上
出
　
文
博
　
　
【昭
五
八
高
】
　

　

辻
野
　
智
美

【昭
三
三
高
普
】
　

【昭
四
六
高
】
　

向
川
　
土き

一
　

　

【平
五
高
】

辻
　
　
謙
治
　
　
　
山
村
（音
田
）和
恵

深
田
（西
川
）芳
子
　
加
藤
（樫
田
）優
子

中
島
（山
内
）惇
子
　
菊
野
（本
谷
）裕
子

田
口
（西
野
）幸
子
　
上
田
　
雅
大

【昭
三
三
高
普
】
　

水
井
　
義
明
　
　
西
田
（宮
澤
）
明
美
　
坂
本
　
憲
克

津
村
（大
黒
）
三
征
　
【昭
四
七
高
】
　

北
村
　
　
誠
　
　
　
大
城
（小
室
）
亜
希
子

中
川
　
延
宏
　
　
　
西
出
　
隆
則
　
　
村
井
　
紀
行
　
　
　
中
田
　
　
充

池
野
　
政
雄
　
　
　
今
津
和
喜
夫
　
　
【昭
五
九
高
】
　

　

西
野
　
友
義

中
谷
　
一
男
　
　
　
新
保
　
利
幸
　
　
宮
村
　
和
夫
　
　
　
【平
六
高
】

日
輪
　
雅
美
　
　
　
【昭
四
八
高
】
　

池
中
　
浩
史
　
　
　
角
谷
　
　
誠

坂
本
　
達
郎
　
　
　
長
河
　
政
次
　
　
【昭
六
〇
高
】
　

　

【平
八
高
】

田
中
　
瑞
穂
　
　
　
中
西
　
　
顕
　
　
岡
田
　
秀

一　
　
　
高
荷
　
英
久

小
原
　
秀
雄
　
　
　
浜
田
　
明
雄
　
　
黒
木
　
克
史
　
　
　
小
森
　
亮
彦

岡
田
　
　
成
　
　
　
石
橋
　
雅
之
　
　
十
佐
近
　
徹
　
　
　
上
野
　
幸
司

佐
野
（山
代
）
登
志
恵

【昭
四
九
高
】
　

高
田
　
真
琴
　
　
　
西
村
　
隆
廣

金
川
（宮
部
）克
子
　
谷
口
喜
久
雄
　
　
中
川
　
日升
一
　

　

【平
九
高
】

【昭
三
三
高
商
】
　

西
野
（藤
井
）真
澄

蝦
名
（山
野
下
）麻
里
東
　
佑
喜
夫

『同窓会運営協力金』の御礼を申し上げます (令和5年4月～令和6年3月 )

振込用紙の「芳名録への掲載不可」の欄にレ点ご記入いただいた方、また当会事務所に

直接ご連絡いただきました方々のご芳名記載は、控えさせていただいております。

『同窓会運営協力金』のお願い

山
谷
　
　
健

木
村
（本
村
）
文
恵

【平

一
〇
高
】

樫
田
　
晋
治

澤
出
　
憲
昭

上
出
　
宏

一

【平
十

一
高
】

川
那
部
　
恒

旭

　

・
寛
樹

曽
谷
　
直
樹

清
田
　
範
子

【平
十
三
高
】

坪
内
（岸
田
）
沙
織

東
　
久
美
子

【平
十
三
高
】

中
野
　
貴
之

【平
十
四
高
】

吉
田
　
　
聖

黒
田
　
祐
介

辻
　
　
和
明

【平
十
五
高
】

旭
　
　
芙
美

山
田
　
恭
子

道
田
　
純
平

【平
十
八
高
】

茶
谷
　
土土
祐

【平
二
四
高
】

吉
田
　
恵
子

【平
二
五
高
】

上
田
ひ
か
る

【平
二
六
高
】

衛
藤
　
友
也

【平
二
九
高
】

山
田
菜
津
子

【平
三
〇
高
】

山
田
亜
麻
音

【平
三

一
高
】

寺
西
　
壮
太

西
田
　
瑞
記

【〈「
一　一古同
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協力金の納入方法

1.3,000円以上から 2.受付は通年随時行う 3.送金方法は下記口座へ振り込む

4.協力者のご芳名を会報『聖流』に掲載し、お礼とさせていただく。(掲載を希望しない場合は事務局に連絡する。)

同窓会会員の皆様には、ますますご健勝のことと存じま

す。平素は大聖寺高校同窓会の運営に対しまして、多大な

るご理解 とご協力を賜 り厚 く御礼申し上げます。

さて、同窓会の運営は卒業生の入会金及び終身会費等で

賄われておりますが在校生の減少に加え、物価高騰により

同窓会の運営はますます厳しくなっております。

そのため、令和元年度から同窓会会員の皆様方に「同窓

会運営協力金」のお願いをしてまいりました。お陰様で協

力金の呼びかけ当初より現在まで大変多くの篤志をいただ

き、同窓会活動の運営全般に活用しております。ご協力い

お問い合わせ

大聖寺高等学校同窓会事務局
(平 日 :火水木曜日)

〔9:00～ 15:00)
〒922-8510
石川県加賀市大聖寺永町33-1

(鴻志館内)

E―rnail:info@seiko― ob口 org

丁EL(0761)73-2771
FAX (0761)75-7117

大聖寺高校同窓会HP

誦

ただきました会員の皆様に心から感謝申し上げます。

このたび、年一回の会報送付をホームページに掲載す

ることで発送費用を削減することとなりましたが、同時

に振込用紙にて実施 してまいりました協力金のお願いを

引き続きホームページ上でお願いすることと致しました。

『同窓会運営協力金』の趣旨にご理解 とご賛同いただけ

ましたら幸いです。あくまでも任意のご寄附ですので、ご

都合のつく時にご協力ください。

ホームページ上でもご確認いただけます。尚、会報第83

号に同封の振込用紙は令和8年 6月 までご利用できます。

【郵便局振込の方】
口座記号番号 :00710-2-16675
加者名 :石川県立大聖寺高等学校同窓会
※会報のご芳名の掲載を希望されない方はその旨をお書きください。

(ゆ うちょ通帳アプリをご利用いただきますと手数料が無料となります)

【他の金融機関からゆうちょ銀行へ】
金融機関名 :ゆ うちょ銀行
金融機関コード:9900 店番 :079 預金種目

店名 :079店 (ゼロナナキユウ店)

口座番号 :0016675
受取人名 :石川県立大聖寺高等学校同窓会

当座

【北國銀行】
支店 :大聖寺支店

種類 :普通 口座番号 :30751
口座名 :石川県立大聖寺高等学校同窓会 会長 永山信也


